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発 行 
公益社団法人 
広島市シルバー人材センター 
広島市中区西白島町 23－9 
☎082(223)1156 
http://silver.hiroshima.jp/ 
会員数(平成 30 年 3 月 31 日現在) 
      男 2,356人 
      女 1,277人 
      計 3,633人 

第 110号

 広島市シルバー人材センター活性化に向けての提言 

○会員拡大について 

・認知度向上の取り組みの充実強化 

・アンケート結果の反映 

・出張しての入会説明会の実施 

・社会貢献の充実 

・退会者の抑制（施策の検討・実施） 

○就業開拓の推進について 

・就業開拓と会員拡大の連動 

・新たな就業先の開拓（ﾎﾜｲﾄｶﾗｰ層含む） 

・長年培ってきたものの継承と発展 

（独自事業の充実） 

・発想の転換による会員の活用 

（既成概念からの脱却） 

○  

・情報発信の強化（ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ等の充実） 

・会員のセンターへの帰属意識の醸成 

（ｻﾛﾝの設置等） 

○取り組み効果の検証と事業展開への反映 

活性化検討会議の礒田朋子委員長は、これまで会議

で検討した内容をまとめた「提言」を滝澤宏二理事長

へ手渡たされました。 

理事長は、これを受けて当センターのさらなる活性

化を図るため、理事会に諮り、次年度からの事業展開

に生かしていきたいと述べられました。 

 

【平成 30 年３月 14 日(水)本部 4階に於いて】 
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第四次基本計画に定めている６つの柱 

１ 会員の確保 ２ 就業の拡大 ３ 安全就業・安全管理 ４ 適正就業 
５ 施設・会員を取り巻く環境等の整備 ６ 経営及び事業運営の基盤整備 
これらの計画の実現に向け、シルバー事業の活性化に取り組むため、引き続き「シルバー活性化

検討会議」での検討などを行い、事業展開への反映を図ります。 
 
  
 

開催通知や議題は、5 月下旬に会員のみなさまにご案内いたしますので、 
出 欠 の 回 答 を 速 や か に ご 返 送の程、よろしくお願いいたします。 

日 時 ： 平成 30 年 6 月 15 日（金）午後 1 時 30 分〜 
場 所 ： ⻄区⺠⽂化センターホール（⻄区横川新町 6-1） 

議 題（予定） 
報告事項 
第 1 号 平成 30 年度事業計画について 
第 2 号 平成 30 年度収支予算について 
第 3 号 平成 29 年度事業報告について 

保健師が、血圧測定や、健康相談を行いますの
で、お気軽にご相談ください 

決議事項 
第 1 号議案 平成 29 年度決算報告について 
第 2 号議案 定款の一部変更について 
第 3 号議案 役員（理事・監事）の選任について 

駐車場はありませんので公共交通機関を 
ご利用ください 

                       
 
 
 
 
 
 
                        
 
 
 
 
 
 
                     

平成３０年度 職員人事異動 

【  

退
任
者 

】 

【  

新
規
採
用 

】 

【  

所
属
替 

】 

 

副理事長就任 

4 月１日付けで 

副理事長に就任しま

した。 

皆さん、よろしく

お 願 い し ま す 。

 

  保田 卓己 

 
 

     
 

     

(業務第二係) 
原田 誠志 

(管理係) 
長妻 遥奈 

(企画係長) 
上田 和則 

(業務第一係主査) 
谷中 久美子 

(業務第二係長) 
曲渕 曜 

(企画係) 
菊池 亜矢子 

（管理係） 
倉本 政和 

(業務第二係) 
市川 隆治 
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『中央公民館合同フェスティバル』   3 月 3日（土）～3月 4日（日）開催 

シルバー人材センターも共催し、地域住民との連帯感を深めることができました 

    守るように仕事をしています。 

最近は外国人の名前を書くことも多 

く、どんな名前でもお客様の要望に    

合わせて書きます。画数の違う字

を並べた時、バランス良く全体が 

まとまって見える字を書くよう心 

掛けています。 

賞状書きはいつも同じ内容ではないの

で、奥が深く責任のある仕事だと思っています。 

もっと上手に書きたいと日々精進しています。 

 自分のやりたい仕事に出会えたことがうれしく

やりがいを感じて仕事をしています。と話されて

いました。 

 筆耕業務で活動している会員さんは現在 10 人

位です。仕事は、あて名書き、賞状書き、卒業証

書書きなどです。 

 福永節子会員は、小学 5～6 年生の時に書道教

室に通い、高校は書道部に入り、結婚後は近くの 

公民館の書道教室に一年間通われていました。 

福永さんにお聞きしましたところ、「書 

くこと」が好きだったので、実用書 

道を学び、50 歳頃から宛名書きの 

仕事を始め、その後シルバー人材セ 

ンターに入会し、研修を受け仕事をし 

ています。 

賞状を受け取った時、きれいな文字 

で良かったと思って下さるよう丁寧に 

読みやすく、感じ良く書いています。それには下

準備が大切で、文字の構成、全体の配置等、バラ

ンス良く、見栄え良く楷書で仕上げます。   

仕事の注文を受けると、迅速かつ正確に納期を 

 

筆 耕 （賞状書きなど）

 シルバー人材センターは交遊

館にて、似顔絵講師の武田道夫

先生による詳しく丁寧な指導を

して頂き、顔の(△)(〇)(□)など

特徴をとらえながら早速作品が

仕上がり、楽しく似顔絵を学ん

でいました。なかなかお上手な

出来栄えでした。  ソーイング班の手作りした小

物や手芸品の展示即売会は大盛

況で、帽子、バッグ、割烹着等、

丁寧なつくりで大好評でした。 

 会員互助会と文化教室（フラ

ワーアレンジメント、刺繍、書

道、写真等）の多くの方々の力作

が展示され、作品から感動と癒

しをいただきました。また、互助

会の会員が案内係を務め、会員

募集やセンターのアピールを積

極的に行いました。皆さんの協

力で大盛況でした。ありがとう

ございました。 

 

楽

し
い
似
顔
絵 
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シルバー人材センターの 

が決まりました！ 
（詳細は本号 6 ページを！） 

 

パ
ネ
ル
を 

本
部
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
に
掲
示 

本部の  
 

キャッチフレーズに、 

可愛い「チエブクロー」

を、ちりばめました 

（拡大図） 

↓ 
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新しいデザインの会員募集ポスターや 
交通広告ポスターを作成しました！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

① ＪＲ新白島駅上りホーム壁面の会員募集看板を新しいデザインにしました。 
② 新しいデザインの会員募集ポスターを作成しました。 
③ 広電電車正面額（運転席後ろ）に会員募集ポスターを掲出しました。（１７台） 
④ アストラムラインドア横に会員募集ポスターを掲出しました。（１２台） 
 

シルバー事業をより多くの方々に知っていただくため、ＰＲ
活動を実施中です。 
お立ち寄りの際は、ぜひご覧ください。 
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退職して５年。 

趣味は短歌や川柳を 

つくること。 

日本語のおもしろさとか 

そこが好きです。 

５・７・５でつくりました。 

 

 

  
 

   任任任せせせてててねねね   !!!   !!!      

   あああなななたたたととと地地地域域域のののおおお手手手伝伝伝いいい      
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最優秀賞 

大熊和也さん

（福岡県うきは市） 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

応募作品 

＜９１４点＞  

北海道など 

全国各地から

多くの応募が

ありました。  
平成 30 年 1 月 25 日表彰式（理事長から賞状・副賞・盾を授与） 

  

 新 キャッチフレーズ 

主人は 日頃から 

シャレが好き。 

私は“ダ”が付くの 

では？と思います。 

大熊和也さんご夫妻 

広島市シルバー人材センタ― 

“決定” 

大熊和也さん（福岡県うきは市） 

井上英一さん（大阪府高石市） 

砂盛芳子さん（広島県広島市） 

 

「 

ま
さ
し
く
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の 

こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
」
理
事
長 

 
 

「 

こ
れ
を
生
か
し
て
い
た
だ
け
れ
ば 

な
お
さ
ら
う
れ
し
い
で
す
！
」
大
熊
さ
ん 

〇 最優秀作品 「任せてね!! あなたと地域のお手伝い」 

〇 優 秀 作 品 「生きがいを 広げてつなぐ 地域の輪」 

〇 優 秀 作 品 「まだできる 楽しい仕事と 友達作り」 
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    安佐北区 坪 倉  哲 雄  会員 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作業依頼を受けて下見に行った時、高さ２メートルのマテバシイの生垣、

横 3 メートルがあり、ほかにも立木かたち作りと多種あった。後日作業に

入った時に、一番に軒下から配線が 2 本出て生垣の上にあるのが見えた。

その時点では、何も気にする事なく作業に入った。 

生垣を電動トリマーで手入れをしている時、配線が目に入って、「やった、

切った」と思って見ると、切れていなかったのでヒヤリとした。電動を中止

して配線の部分を先に手入れをして、配線の安全確認をして電動作業を続行

した。 

反省として、二度と繰り返さないために、作業に入る前に周囲をよく確認

して、少しでも危険性があれば、必ずその部分を先に処理（手入れ）してか

ら作業に入るようにした。また、同僚達にもこの体験を生かし、二度と起こ

さないよう、起きないように広げていきます。 

 

南区 増 田   保  会員 

 
 「ひ ろ し ま シ ル バ ー だ よ り  1 月 号 」 で 募 集 し ま し た 「 安 全 標 語 」 と 「 ヒ

ヤリ・ハット体験記」には、多数のご応募をいただきましてありがとうござ

いました。 

「安全標語」には計９６作品、「ヒヤリ・ハット体験記」には計１５作品

のご応募をいただき、安全・適正就業部会で厳正な審査をした結果、最優秀

賞がそれぞれ下記のとおり決定しました。 
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交 通 安 全 講 習 会 
平成 30 年１月に計４か所で開催した交

通安全講習会は、昨年度に引き続いて、今

年度もまた、計９７人という多くの会員の

皆さんに参加していただきました。 

広島市道路管理課の後援により、反応速度や俊敏

性を計測する「クイックキャッチ」や「クイックアー

ム」などの体験をし、講師の具体的な指導にも熱心に

耳を傾けていました。 

就 業 現 場 の 巡 回 
 平成 30 年１月 26 日・30 日、2 月 6 日の 3 日間、理事長及び安全・適正就業部会の委

員等が計 4 か所の保育園の就業現場を巡回し、特に固定遊具塗装

作業を点検するとともに、安全就

業・適正就業を呼びかけました。 

戸坂、沼田、船越南部及び五日市

中央北の各保育園では、寒さの厳し

いなか、安全第一を心がけながら、

チームワーク良く就業しておられ

ました。 

平成 29 年度 事故の発生状況 (平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月) 

【傷害事故】 計２８件（うち派遣事業中の労災事故２件） 

就

業

中

事

故 

区   分 件 数 

途

上

事

故 

交 通 手 段 件 数 

剪  定 ９ 徒  歩 ２ 

除  草 ５ 自 転 車 ３ 

当 日 直 ２ バ イ ク ２ 

派  遣 ２ ￣  

屋 外 清 掃 １   

屋 外 作 業 １   

屋 内 作 業 １   
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【賠償事故】計１４件 

区     分 件 数 

除  草 ７ 

家 事 手 伝 い ３ 

当  直 １ 

屋 内 外 作 業 １ 

大 工 １ 

マ ン シ ョ ン 管 理 １ 

  

平成 29 年度は、重篤事故(６か月以上の入院)は幸いにも発生しておりません。また、賠償

事故は昨年度に比べて大幅に減っています。 

 これは、会員の皆さんの安全に対する意識がますます高まったことが要因だと思われます。

今後とも、「安全＝自己管理」という意識を持ち、「安全はすべてに優先する」を合言葉に、就

業しましょう。 

平成 29 年 12 月から平成 30 年 3 月までの概要 

傷害事故(就業中) 

№ 発生月 性別 年齢 事 故 の 状 況 

1 1 月 男性 73 歳 剪定作業中にトリマーによる左手母指不全切断で通院治療 

2 1 月 男性 67 歳 コンテナを積み込む際に腰を痛め、通院治療 

3 1 月 男性 70 歳 屋内作業中に足をすべらせ転倒、左足の膝の部分を骨折し通院治療 

4 2 月 男性 75 歳 剪定作業中に三脚から転落し、腰等の打撲により通院治療 

5 2 月 男性 67 歳 草刈作業中に足を踏みはずして転落し、右膝周辺の骨折で通院治療 

傷害事故(就業途上) 

№ 発生月 性別 年齢 事 故 の 状 況 

1 12 月 女性 74 歳 自転車で就業先に向かう途上で乗用車と衝突し、下腿打撲等で通院治療 

2 1 月 男性 80 歳 就業先から徒歩での帰宅途上に側溝に転落し、入院 

3 3 月 女性 73 歳 自転車で就業先に向かう途上で股関節等を痛め、通院治療 

賠償事故 
№ 発生月 性別 年齢 事 故 の 状 況 

1 2 月 男性 75 歳 コンテナを移動させる際に他人に衝突し、相手方が怪我を負った 

 

除 草 

家事手伝い 当 直

屋内外作業 

大 工 マンション管理 



2018 年（平成 30 年）５月                                         

 － １０ －  

 

 

空き家管理サービス 

「空家等対策の推進に関する特別措置法」が施行
されたことに伴い、空き家所有者等は空き家を適正
に管理することがこれまで以上に求められています。 

 

シルバー人材センターの会員が普段から培っ
ているノウハウを活 用 し、遠 方 にお住 まいの方
や長く家を空けられる方（出張、入院など）に代
わり、空き家等の管理を行います。 

 

～庭は荒れ放題にしておくと、 

色々な危険がいっぱいです。～ 
 

サービス内容 

⑴ 植木の剪定 

⑵ 庭の除草、清掃 

⑶ その他
 
利用料金 

庭の規模や状況により異なるため、現地の状況を確認
のうえ見積りを行い、事前に請負代金をお知らせします。 

 

福祉家事援助の仕事（家事援助、介護、ベビー  

シッター等）を希望されている会員さんを対象  

に右記のとおり、研修会を毎月同じ内容で行って 

います。 

まだ受けていない方は、必ず一度受講して下さい。 
 

※この研修を受講されないと福祉家事援助の仕事の紹介

は出来ません。 
 
※10 年以上前に受講された方はルールが変わっています

ので、できるだけ、もう一度受講してください。 
 
※以前から就業中の方で、まだ受講していない方は必ず一

度受講してください。  
 

◆お問合せ先 電話 ０８２（２２３）１１５６ 

        本部 業務第一係 担当：井澤・加鳥 

場 所 シルバー人材センター 

    本部４階研修室 

時 間 ９時３０分～１２時 

開催日 下記のとおり 

内 容 ①就業にあたっての説明 

    ②個別面談 

持参品 筆記用具・会員証 

 

開催日（参加申し込みは不要） 

平成３０年 ６月２０日（水） 

      ７月１８日（水） 

      ８月１５日（水） 

※ ご都合の良い日に受講して 
  ください。�日で終了です。 

 

 
 
 
 
 
4 月 13 日に、岡村副市長、広島

市経済観光局の幹部職員の皆さん
が、広島市シルバー人材センター本
部に来所されました。 

理事長、副理事長をはじめセンター 
職員が、センターの現状・課題などの
説明をし、今後ともセンターに力添え
をしていただくようお願いしました。 

 
（２階作業場を見学する中央：岡村副市長） 

 


